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ゲルの体積相転移
網目構造と機能

膨潤特性と力学物性
刺激応答化学ゲル

高強度物理ゲル
接着と粘着

生物物理・化学物理・
ソフトマターの物理

[ 研究概要 ]
　ゲルは、ゼリー、化粧品、紙オムツなど、いたる所に使われています。ハイドロゲルは、水を吸って膨みます。膨

らんだ状態は１つの相で、周りの環境に敏感に応答し、しばしば不連続かつ可逆的に体積が変化します。

　どうしたら速く、たくさんの水を吸えるかという問題は、ゲルの相とその変化を理解すれば解決します。液体

に沸点があるように、体積相転移はゲル特有の普遍的な現象です。体積相転移を基本にしてユニークなゲルの

性質を研究し、クリーンな技術に応用することを目指します。

[アドバンテージ]
　安全な原料を使用し、シンプルプロセスで、リサイクル可能

な高性能のスマートゲルを作製します。

[事例紹介]
　今後ますますニーズが広がるクリーンテクノロジー。それを

支える基盤材料としての用途展開が期待されます。

■ 相談に応じられるテーマ
ゲルの体積相転移と膨潤特性
高強度・高含水ハイドロゲルの創製
ゲルの接着・粘着の原理と制御方法
ゲル中の溶媒流れと流量制御方法
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方法」特願2013-110251
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